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（単位：千円）

金　　　額 金　　　額

14,176,148 10,930,338

流　動　資　産 9,026,639 流　動　負　債 2,644,080

現 金 預 金 21,625 営 業 未 払 金 1,204,826

営 業 未 収 入 金 3,067,187 未 払 費 用 889,883

貯 蔵 品 4,594 未 払 金 19,005

未 収 入 金 16,414 未 払 法 人 税 等 1,439

未 収 還 付 法 人 税 5,154 未 払 事 業 所 税 10,952

前 払 費 用 119,670 未 払 消 費 税 465,051

短 期 貸 付 金 5,305,767 預 り 金 52,921

1 年 内 振 替 長 期 貸 付 金 224,722

立 替 金 260,803

そ の 他 699

固　定　資　産 5,149,508 固　定　負　債 8,286,257

有 形 固 定 資 産 57,762 退 職 給 付 引 当 金 8,266,469

建 物 7,454 長 期 未 払 金 19,788

構 築 物 0

車 両 運 搬 具 36,544

工 具 ･ 器 具 及 び 備 品 13,762

無 形 固 定 資 産 22,878 3,245,809

ソ フ ト ウ ェ ア 19,706 株　主　資　本 3,245,809

電 話 加 入 権 3,171 資　　本　　金 100,000

資 本 剰 余 金 0

投資その他の資産 5,068,867 資 本 準 備 金 0

投 資 有 価 証 券 73,148 そ の 他 資 本 剰 余 金 0

関 係 会 社 株 式 18,156

長 期 貸 付 金 903,009 利 益 剰 余 金 3,145,809

敷 金 ・ 保 証 金 147,060 利 益 準 備 金 25,000

破 産 債 権 283 そ の 他 利 益 剰 余 金 3,120,809

長 期 前 払 費 用 8,978 繰 越 利 益 剰 余 金 3,120,809

繰 延 税 金 資 産 3,701,492

前 払 年 金 費 用 216,331

そ の 他 投 資 407

14,176,148 14,176,148資　産　合　計 負 債・資 本 合 計

【純 資 産 の 部】

科　　　目 科　　　目

【資　産　の　部】 【負　債　の　部】

計算書類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸借対照表 

(注１)  当期純利益 452,574 千円
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個別注記表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
   （１）有価証券の評価基準及び評価方法 
        有価証券の評価基準及び評価方法は、子会社及び関連会社株式については移動平均法による原価法、その他  
      有価証券のうち、市場価格のない株式等以外のものについては決算日の市場価格等に基づく時価法、市場価格 

  のない株式等は移動平均法による原価法を採用しております。 
      

（２）固定資産の減価償却の方法 
①有形固定資産(リース資産を除く) 

          減価償却の方法は、定率法によっております。但し、1998年 4月 1日以降取得した建物（建物附属設を除 

        く）及び 2016年 4月 1日以降に取得した建物附属設備並びに構築物については、定額法によっております。 
          また、賃貸有形固定資産の減価償却の方法は、定額法によっております。 
 
      ②無形固定資産(リース資産を除く) 
         減価償却の方法は、定額法によっております。なお、ソフトウェア（自社利用）については、社内におけ 

          る利用可能期間(5年)に基づく定額法を採用しております。 
 
       ③リース資産 
         所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
          減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とした定額法によっております。なお、残存価額について、 

     リース契約上に残価設定の取り決めがあるものについては当該残価額としております。 
           また、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引のうち、 

      リース取引開始日が企業会計基準第 13号「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開始前のリース  

      取引については、通常の賃貸取引に係る方法に準リース取引開始日が企業会計に準じた会計処理によって 

おります。 
 
   （３）引当金の計上基準 

①退職給付引当金  
        従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上 

しております。 
       過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による按分額を発生時より費 

     用処理しております。 
       数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による按分額を翌事業年 

     度より費用処理しております。 
     
  （４）収益計上の基準 

       当社は、日本航空株式会社からの受託契約に基づく航空輸送に付帯するサービスを提供しており、定額部分 
         については契約期間にわたって、従量部分については役務提供完了の時点で収益を認識しております。 
 
   （５）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
      消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 
      

 
２．貸借対照表に関する注記 
  （１）金額の表示は、千円未満を切り捨てて記載しております。 
 

 
３．損益計算書に関する注記 
   （１）金額の表示は、千円未満を切り捨てて記載しております。 

 
  （２）営業外収益のその他 43,496千円の主な内容は、保険配当金 30,327千円、自動販売機取扱手数料 6,584千円、 

      保険事務手数料 4,046千円を計上しております。 
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４．株主資本等変動計算書に関する注記 
  （１）金額の表示は、千円未満を切り捨てて記載しております。 

 

  （２）当事業年度における発行済株式の種類及び株式数 

区分 前事業年度末 
株式数 

当事業年度増加 
株式数 

当事業年度減少 
株式数 

当事業年度末 
株式数 

発行済株式 
普通株式 1,235,000 － － 1,235,000 

  
  （３）配当に関する事項 
      基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 
        2023年 6月 30日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり 
     提案しております。 
 
     配当金の総額                 135,850千円 
     1株あたりの配当額                110円 
     配当の原資                   利益剰余金 
     基準日                  2023年 3月 31日 
     効力発生日                2023年 6月 30日 
       

 

５．税効果会計に関する注記 
   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳 
     繰延税金資産 
       退職給付引当金          2,859,371千円 
       繰越欠損金他             922,037千円 
       繰延税金資産計          3,781,408千円 
 
     繰延税金負債 
       前払年金費用            △79,916千円 
       繰延税金負債計          △79,916千円 
 
     繰延税金資産計上額         3,701,492千円 
 
     繰延税金資産の純減           156,013千円 
 

６．その他の注記 
     ＜退職給付関係＞ 
  （１）採用している退職給付制度の概要 
     確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度及び退職一時金制度を設けております。 
 
  （２）退職給付債務に関する事項(原則法) 
         ① 退職給付債務                           △16,773,400千円 
         ② 年金資産                                8,644,401千円 
         ③ 未積立退職給付債務（①＋②）                    △8,128,999千円 
         ④ 未認識過去勤務費用                          △96,479千円 
         ⑤ 未認識数理計算上の差異                     177,503千円 
         ⑥ 退職給付引当金と前払年金費用の純額（③＋④＋⑤）         △8,047,975千円 
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  （３）退職給付債務に関する事項(簡便法) 
         ① 退職給付債務                         △2,162千円 
         ② 退職給付引当金                             △2,162千円 
 
    （４）退職給付費用に関する事項 
        ① 勤務費用                            △664,718千円 
        ② 利息費用                             △70,338千円 
        ③ 期待運用収益                          140,098千円 
        ④ 過去勤務費用の費用処理額                       44,529千円 
        ⑤ 数理計算上の差異の費用処理額                  △ 18,214千円 
        ⑥ 退職給付費用（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）             △568,643千円 
 
                

                 注 上記の退職給付費用以外に確定拠出型の制度として、企業型確定拠出年金制度を設けて 
                     おり、44,654千円を営業費用として計上しております。 

  
     （５）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 
       ① 退職給付見込額の期間配分方法                              給付算定式基準 
       ② 割引率                                      0.36％（※0.60％） 
       ③ 期待運用収益率                                       1.5％ 
       ④ 過去勤務費用の処理年数                        11～15年 
       ⑤ 数理計算上の差異の処理年数                     11～17年 
         ※カッコ内は、エキスパート職の割引率になります。 




